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第２号様式（第３条関係） 

 

令和７年度第１回廃棄物減量等推進審議会議事録 

 

１ 開催日時   令和７年１０月１０日（金）午前１０時００分～午前１１時００分 

 

２ 開催場所   豊山町役場 会議室１ 

 

３ 出 席 者  

・委員    水野 典昌、豊田 崇文、竹内 智恵子、佐藤 正司、河村 政功、 

吉野 裕之、大口 悦美、志水 千鶴 

 

・豊山町   町長 服部 正樹 

生活福祉部担当部長 井上 武 

環境保全グループ グループ長  柴田 貴文 

主事     佃 邦彦 

 

４ 議  題  豊山町きれいなまちづくり表彰について 

 

５ 報  告  （１）町のごみ・資源処理について 

（２）豊山町プラスチック資源一括収集の収集状況について 

 

６ 会議資料  （１）豊山町きれいなまちづくり表彰実施要領（資料１） 

        （２）豊山町きれいなまちづくり条例・規則抜粋（参考） 

        （３）町のごみ・資源処理について（資料２） 

        （４）豊山町プラスチック資源一括収集の収集状況（資料３） 

 

７ 議事内容 

（開会） 

司 会： 皆様、おはようございます。本日は、大変お忙しい中、ご出席をいただきまして、

ありがとうございます。ただいまから令和７年度第１回豊山町廃棄物減量等推進審議

会を開催させていただきます。私は、本日の司会を担当します生活福祉部担当部長の

井上と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の会議資料につきましては、お手元に配布しましたとおりでございます。また、
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本日の審議会の会議録につきましては、発言者の氏名を除いて公開とさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、配布させていただいた次第に沿って、進行させていただきます。最初に

開催にあたりまして、豊山町長よりご挨拶を申し上げます。町長よろしくお願いしま

す。 

（町長あいさつ） 

司 会： ありがとうございました。なお、町長はこの後公務がございますので、退席をさせ

ていただきます。 

それでは、改めて事務局のご紹介をさせていただきたいと思います。 

                 （事務局の紹介） 

     司 会： それでは、議題に入ります前に会長からご挨拶を賜りたいと思います。 

（会長あいさつ） 

会 長： 皆様、改めましておはようございます。よろしくお願いします。 

本日はお忙しい中、令和７年度第１回廃棄物減量等推進審議会にお集まりいただき、

ありがとうございます。本日の審議会は、「豊山町きれいなまちづくり表彰の推薦者の

審査について」の議案をご審議していただきます。 

また、報告事項としまして、「町のごみ・資源処理について」と「プラスチック資源

一括収集の収集状況について」の２点報告がございます。今年度より開始しましたプ

ラスチック資源一括収集事業について、現状や課題などについて事務局より説明があ

りますので積極的なご発言をお願いしたいと思います。 

皆様の協力をいただきながら、会議をスムーズに進めていきたいと思っております

ので、よろしくお願いします。 

     司 会： 会長ありがとうございました。それではここからは、議事進行につきましては会長

にお願いしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

                        （議題） 

会 長： それでは、ただいまから議事の進行をさせていただきます。 

次第３ 議題 豊山町きれいなまちづくり表彰について、事務局の説明を求めます。

よろしくお願いします。 

事務局： （事務局より次第３ 議題 豊山町きれいなまちづくり表彰について説明） 

会 長： ありがとうございました。ただいま説明が終わりましたので質問意見等がございま

したらお願いします。 

委員Ａ： 毎年大体どれくらいの人数が表彰されるのでしょうか。記憶されている範囲でけっ

こうです。 

事務局： 今回この表彰が３回目の表彰となるんですけれども、最初の年度が７名、昨年度が

５名、今年度４名とちょっとずつ減少はしている状況です。 
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委員Ａ： ありがとうございます。同一人物が２回目は受けられないということは、豊山町の

人口規模でこのボランティア活動をずっと続けていくと、表彰の候補者が減ってくる

と思われます。この活動を、続けて５年以上継続されている方や、１０年続けられて

いる方などにも、他に何か必要じゃないかと思うところではあります。 

こういった活動は続いてほしいし、後継者に繋げる役割も重要だと思います。「豊山

町きれいなまちづくり条例施行規則」では、「５年以上で」「同一の事由による表彰を

受けていないこと」ってなっていますが、このままで大丈夫かなと、思うところは少

しあります。 

事務局： ご意見ありがとうございます。今後、担い手不足により、こういったボランティア

の方が減少していくことが考えられます。そうなった際には、今のご意見も含めての

検討が必要になってくると思います。 

委員Ａ： わかりました。 

会 長： 今回は、団体はなかったのですか。例えば企業とか。 

事務局： はい、そうですね。推薦等はありませんでした。 

会 長： そうですか。これ推薦について、企業はどうされるんですか。 

事務局： 自薦でも他薦でもどちらでも大丈夫です。もし、ごみ拾い等のボランティア活動を

している団体や企業を知っている方がおられましたら、是非推薦をお願いします。 

委員Ｂ： 候補者一覧の方に異論があるわけではないですが、活動継続年月が開始日と終了日

が、全部皆さん同じ平成３０年度から令和６年度になっています。継続年月が皆さん

違うのは何かコロナで途中に中断があったとかでしょうか。 

事務局： そのことについては、町にあるボランティアの名簿を参照し、途中間が抜けている

方もいれば、継続して７年間続けてらっしゃる方もみえたので、人によって５年から

７年の方がみえます。 

会 長： 他によろしいでしょうか。質問等もございませんのでこれで決議させていただきま

す。それでは、候補者について一括で決議を取りたいと思いますのでよろしくお願い

します。賛成の方は挙手をお願いします。 

（委員全員が挙手をする。） 

会 長： ありがとうございます。全員賛成ということで今回決定させていただきます。 

（報告） 

会 長： 続きまして、次第４の報告の方へ変えさせていきます。報告（１）町のごみ・資源

処理について事務局より説明をお願いします。 

事務局： （事務局より次第４ 報告（１）町のごみ・資源処理について説明） 

会 長： ありがとうございました。質問等がございましたらお願いします。 

委員Ｃ： 家庭系ごみも事業系ごみもどちらも非常に減少していることは、本当に喜ばしいこ

とかと思います。以前、事業系ごみの対策などを行っていくというお話がありました
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が、その結果と捉えてよろしいのでしょうか。 

事務局： 事業系ごみに対する事業者への指導につきまして、まだ大々的な指導は行ってはい

ません。今年度・昨年度減った要因としては、大きな事業者の産廃が減ったというこ

とが要因であります。今年度につきましては、プラスチックの回収と合わせて、明ら

かに事業系を家庭系で排出している事業者を直接指導するケースが増えており、今後

そういったところからも指導強化を進めていきたいと思っております。 

昨年度が大きく減った理由としては、おそらく、事業者全体の数が減ったというと

ころが、減少理由として想定されるところであります。 

     委員Ｃ： ありがとうございます。ということは、今年度からイエローカード的な指導を行う 

ようになって、対策されたということですかね。 

     事務局： 直接電話連絡等をしました。 

      委員Ｃ： 豊山町さんは調査路線収集をされており、収集ルートに北部市場周辺が入っていま

す。北部市場周辺もごみが出ているのを拝見しておりますが、明らかに事業者しかい

ないところを路線収集で回る必要はないと思いますので、そういったところの見直し

も今後進めていただくとよろしいかなと。 

事務局： ご意見ありがとうございます。 

会 長： 他によろしいでしょうか。 

委員Ｄ： ちょっと伺いたいんですけど、事業者の事業系ごみについてですが、ごみが全て同

じところに入っていて、区別がしてあるのかないのか分からない状況で出されている

のを見ました。事業系ごみの分別についてわからないので教えて欲しいです。 

事務局： 事業系ごみの中で分別がされていないという話ですね。事業系ごみの中にも可燃ご

事業系一般廃棄物、産業廃棄物と種別があります。産業廃棄物は品目が決まっていて、

それ以外は事業系一般廃棄物になります。簡単に言うと、家庭でいう可燃ごみは事業

系一般廃棄物にあたります。プラスチックについては、産業廃棄物になるので、本来

は分別して出されるものになります。 

会 長： それって、事業系の人も黄色の袋に変えないといけないってことですか。 

事務局： 現在、豊山町の事業系一般廃棄物はオレンジ色の袋です。産業廃棄物だとそれぞれ

契約した業者さんと、どういった袋で出すのかっていうのを決めていただきます。 

会 長： それはもうちょっと企業にアピールした方がいいんじゃないですか。 

事務局： ご意見ありがとうございます。 

会 長： 他にはありますでしょうか。 

委員Ａ： アルミ缶とかの資源ごみの単価が上がっているという話でしたが、地域の人たちに

分かるような形で情報提供してもらえないでしょうか。 

事務局： 奨励金をお支払いするときに、地区委員さんには、その旨が分かる表をお出しして

おります。アルミ缶の金額については、広く一般的にはお伝えしておりません。 
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委員Ａ： 金額等を知って、もっと頑張ろうと思う人もいるかもしれない。 

事務局： アルミ缶はさらに今年度２３０円になっているので、昨年度より倍近くに上がって

いますね。 

委員Ａ： これだけ金額が上がって、しかもそれが地域に還元されるとなると、町民さんに向

けて、持ってきてねっていう何かアピールをしてもいいんじゃないのかなって思いま

す。 

会 長： もう１つごめんなさい。資源ごみが令和５年度から６年度にかけて、１２トンばか

り減ったっていうのは、これは何か理由があるのですか。 

事務局： 資源の量については、紙類は全般的に収集量が減ってきてはいます。ごみも減って

きていますが、資源も減ってきている状況です。様々な社会情勢が関わってくるとは

思いますが、流通が減ってきているという状況下で、そういった包装用紙等もだんだ

ん簡易的になることで、紙類、新聞紙等が減る原因になるかと思います。他に、スー

パーの回収ボックス等の町の管轄外の所で出される方もいるので、そういった原因も

あると思います。 

会 長： 他にありますか。 

委員Ｅ： 目標数値を令和６年度に達成しているということなんですけど、今後、プラスチッ

ク資源一括収集が今年から始まったことに伴う、目標の見直しっていうのは考えるべ

きではないのかなと思います。 

     事務局： そうですね。今回、この速報値で５３９グラムとなっておりますので、また正確な

数値を愛知県に提出して、そこから計算してもらって正確な最終数値が出るのですが、

その結果次第で、目標を達成していれば、また新たな目標を検討していく必要がある

かと思います。しかし、目標を掲げている豊山町ごみ処理基本計画は令和１６年度ま

でであり、計画期間の半分くらいの段階なので、後期の計画として新しく目標を設定

することは、今後審議会で、審議していただいて決めていく必要があると思っており

ますので、またそのときはよろしくお願いします。 

会 長： 目標を変えていく方向ということですね。ついでに、大口町の３９８グラムって県

内１位ということですけど、豊山町との差の原因って検証していますか。 

事務局： 前回も副会長からそういったお話があったと思うんですが、大口町は枝・草のリサ

イクルをしていることが一つ大きな原因ではないかと思います。立派なリサイクルセ

ンターもあり、こういった利便性の高い資源集積所があることも、ごみ減量につなが

っていると考えています。 

会 長： 他に何かありますでしょうか。 

委員Ｅ： 事業系の可燃ゴミなんですけれども、豊山町さんが名古屋市にお支払いしているの

が令和６年度・単価２４．４円（ｋｇ／円）で、事業者負担分の単価が３２円（ｋｇ

／円）ということで、差額が１，３００万ぐらいあると思うのですが、こちらの使い
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道っていうのは、何かあるのですか。 

事務局： 使い道についてですが、特別な町の収入としては入ってきていないです。 

委員Ｅ： ちなみに、事業者負担分の単価３２円は予算の関係で、今後変わると思うんですけ

ど、そういった単価に合わせて、名古屋市の単価も見直しをされる可能性はあるので

しょうか。 

事務局： 可能性については現在、今年度の名古屋市の単価が２７．１円と大きく変わったた

め、このままではいけないということで、豊山町だけで決めることができないですが、

他の市町と一緒に検討しようと考えております。 

     会 長： 他にないでしょうか。 

なければ、（２）豊山町プラスチック資源一括収集の収集状況について、事務局より

説明をお願いします。 

事務局： （事務局より次第４ 報告（２）豊山町プラスチック資源一括収集の収集状況につ

いて説明） 

会 長： 何かご意見等ご質問等ありましたらお願いします。 

委員Ａ： このプラの収集ですけど、昨日、町内を歩いていた際、違反シールの貼られた袋が

ずっと放置されているのを見かけました。これは何か役場の方へお知らせした方がい

いのでしょうか。 

事務局： 分別不徹底の袋には違反シールを貼らせていただいていますが、すぐに回収してし

まうと、排出者がこの排出方法について「これでいいんだ」と思ってしまうので、し

ばらくはあえてそのままにしていただいております。ただ道路上で邪魔になるとか、

場所的に危険なものであれば、役場にお伝えいただければ回収させていただきます。 

委員Ａ： やはり、まだ周知が十分にされていないということですよね。車に乗っていて突然

運転手さんが出てきて、ごみ袋をポイッと捨てられるということも見たことがありま

す。他所の人だと思うんですけど、時々見ます。そういう場合は、もう本人がルール

を分かってないですよね。そうなると本当に困りますよね。 

事務局： 町としては、自宅前の収集路線上に出してくださいとお願いしておりまして、実際

のところ、収集路線上であればどこに出していても、収集は行います。 

ただそういった方は結構、分別をされていないという方が多いです。同様の案件は

他にもあるので、現場に看板などを出したり、注意喚起チラシを周辺に配布したりし

て、少しずつ改善できるよう対策は進めております。また分別されてないごみが毎週

のように出るようなでことであれば、ご連絡いただければ対応させていただきますの

で、お願いします。 

委員Ｃ： ベール検査の結果は非常に良かったということなんですけれど、このベール検査っ

て最終の資源化をする処理施設の方で検査をするものなので、その手前に中間処理で

不適物を手選別していると思うんですね。実際、その手選別でどのくらい不適合品が
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外れているか、入ってきた量に対してどのくらい不適合品として可燃のほうに行って

いるのか、結局それが分からないと意味がないと思います。今回ベール検査がすごく

良かったから、みんな頑張ってちゃんと分別しているんだねっていう話になっている

んですけど、実際は、中間処理施設で頑張って分別して選別してくれているので中間

処理施設の能力が高いねっていうことになります。中間処理施設での不適合品の量と

か、特にリチウムイオン電池などが入っていたとか、そういう話って出ていますか。 

事務局： 量については、毎月どのくらいあったのかというのをお伝えいただいております。

今手元に資料がなく正確な数字はお伝えできませんが、量は想定よりも多くなかった

ということで、月数十キログラムくらいです。また、リチウムイオン電池については

今のところ入っていたという報告は受けていないです。 

委員Ｃ： もし住民の方に広報されるときに、「ベール検査の結果は良好でした」だけを言って

しまうと、住民の方がみんな大丈夫だねって思ってしまいますので、逆に中間処理の

ところで、全体のうちの何キログラムぐらいが不適合品として外れたのかということ

をお伝えいただいた方がよいと思います。こういうことをお伝えいただくと、中間処

理がちゃんとしてくれているから大丈夫なんだということも分かってくると思います

ので、そこまで含めてお伝えいただくとよろしいのかなと思います。 

会 長： 他によろしいでしょうか。 

委員Ａ： プラスチックの汚れの程度による収集の可否については、プラの収集が始まるとき

に説明をたくさんしていただいたんですけど、洗剤とかを使って洗わなくても水で流

せばＯＫみたいな感じで説明を受けたんですね。町民さんの考えには、結構汚れが付

いていていいんですねみたいに感じているところがあって、私の近所周辺でも何かそ

ういうふうに受け取っている方がいます。 

町が考えている基準が町民に感覚として多分伝わってないような気がしていて、

「水で流せないような汚れのある入れ物は可燃ごみでいいですよ」っていうのをもう

ちょっと周知した方が良さそうだなって思いました。結構みんな頑張って使って、冷

凍食品が入っていた袋や容器なんかも、多少汚れが付いていても、「水で流れるからい

いよね」とプラごみ袋に入れてしまっているみたいな、まだ感覚がつかめてないとこ

ろがあるのかなって思います。 

事務局： 細かいところの汚れが少しついていたら、可燃なのかプラなのかっていう判断は確

かに難しいと思います。 

委員Ａ： 迷ったら、下手に私はプラごみ袋に入れないようにしています。 

事務局： それが正解だと思います。 

委員Ａ： 私は、プラスチックの収集ができてから、そっちに入れなきゃって意識がすごくあ

って、「プラスチックだから」って言って分別を頑張っていたんですが、他の人も同じ

ようにやっている人とかがいる気がして。例えば、これって実は駄目なんですよって
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いうような分別不徹底の例を写した写真を使って周知するなどあってもいいのかなと

思います。 

事務局： 貴重なご意見ありがとうございます。今、広報についてはまだ校正の段階なのです

けど、このベール検査の結果については、来月１１月号の広報で掲載する予定であり

ます。先ほどいただいた意見についての反映は、間に合わないかもしれないですが、

以後の掲載につきましては、検討いたします。 

会 長： 私の家の近所には他に家が４軒ほどあるんですけど、私のところ以外みんなプラス

チックのゴミを出していないんですね。見てみると、食品製品ってみんなほとんどプ

ラスチック製じゃないですか。可燃ごみは少なくなっているはずなのに置き場が満杯

になるんです。何で隣近所はプラごみをみんな出さないのか。２週間に一回ぐらいし

か出してないんですよ。洗うのが面倒くさいので、もうみんな可燃に入れちゃうって

言っていましたけど。だから、ルールについてもうちょっと徹底して広報でやってほ

しい。お年寄りが多いので、もう少し具体的に言ってもらいたい。今のチューブ型の

容器の捨て方がなかなかどうしたらいいか分からないようなので、そのことについて

も徹底してちょっと広報をしてください、お願いします。 

事務局： ありがとうございます。 

委員Ｅ： 今のお話を聞いていると、４月から滑り出し好調というようなお話をお聞きしてい

ますけど、ＰＲ不足の一方で、一部住民の「慣れ」も感じていますので、やはり繰り

返しＰＲをしていただきたいなというふうに思っております。 

     １０月２６日の日曜日に商工会主催の産業まつりを開催するのですが、ここでお越

しいただいた方に粗品をお渡しているんです。例年ですと可燃のごみ袋を渡している

んですが、今年は黄色の資源袋にしようかなと思っていますので、ついでにＰＲをや

ろうかなっていうことであれば、またお願いします。 

事務局： ご協力ありがとうございます。 

会 長： さっきのプラごみ袋の関係なんですけど、サイズについてちょっと考えた方がいい

と思うんですね。ものが大きいとすぐ満杯になるし、破れやすいというところもある

から考えてほしい。もちろん今の在庫もあるから、それが捌けてからだと思うんです

けど。Ｌサイズがあっていいのかどうかは分からないけど、逆にＳサイズの方がいい

のかなとも思うし、基本的にはＭサイズでしょ。 

事務局： 基本的にＭサイズになっております。 

会 長： そこら辺をもうちょっと構造を考えたほうがいいと思います。 

事務局： ご意見ありがとうございます。 

会 長： 他にはよろしいですかありますか。 

委員Ａ： 違反シールを袋の真ん中に貼られちゃうと剥がせなくて、その袋自体が使えないと

いう意見をいただいておりまして。貼る場所もしくは袋の素材について考えてほしい
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です。 

事務局： 前々からってそういった意見はいただいております。 

会 長： 他に何かありましたらお願いします。よろしいでしょうか。では、次第４報告事項

（２）はこれで閉じさせていただきます。最後、５のその他です。よろしくお願いし

ます。 

     事務局： （事務局より次第５ その他について説明） 

会 長： 委員さん他に何かありましたらよろしくお願いします。 

（委員全員、挙手等なし。） 

会 長： ありがとうございます。では、本日の審議会を閉じさせていただきますので、よろ

しくお願いします。 

ありがとうございました。 
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